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【目的】 

 水についての問題は、水資源の確保、化学物質の汚染等があるが、富栄養化問題は 1960 年頃から取

り上げられてきたが、現在も解決には至ってはいない。特に湖沼は水の入れ替わりに時間がかかるため、

毎年 40 カ所以上の湖沼でアオコや赤潮が発生している。 

この富栄養化問題に対して、我が国でどのような環境政策が行われているのかを調べ、その問題点を

調査するとともに、また市民による富栄養化に対する取り組みについて考察することとした。 

【方法】 

 関連する情報を文献やインターネットで収集し考察した。また、環境保全活動を行うＮＰＯの方の話

を聞き、現状と問題点、今後の展望を考察した。 

【結論】 

現在、富栄養化の要因として最も大きいのは、毎日の私たちの生活によって排水される生活排水であ

ることがわかった。排水中に含まれる窒素・リンは富栄養化を急速に進行させ、湖沼の環境を大きく変

化させた。富栄養化の進行は、私たちの日々の生活に注意していくことで未然に防ぐことができる。既

に富栄養化が進行した湖沼については、琵琶湖を例にして考察した。滋賀県の環境保全団体は、富栄養

化の問題をヨシ植栽により防ぐという活動をしている。ヨシは富栄養化の要因となる水に溶けた窒素や

リンを吸収することができる。このヨシの植栽を市民団体だけでなく、行政も重要性を認識し保全に取

り組んでいる。また、このような富栄養化への取り組みを世界湖沼会議で報告している。世界湖沼会議

は、湖沼についての意見交換を行う場であり、科学者・行政・市民が一体となって湖沼について議論し

ている。湖沼会議は市民的な会議であったのが、現在では各国首脳も参加する国際的な会議として行わ

れるようになった。これにより、一つの地域の集まりから湖沼会議を通じて世界的なネットワークを形

成している。 
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